
▶ 圧縮係数の Z − P グラフの傾向
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低圧極限では実在気体は理想気体に近付く

圧縮しすぎると，分子自身の
体積の影響で，やがてそれ以
上圧縮できない状態に達する
ので，最終的には見かけの物
質量は限りなく増加してゆく。

▶ 分子の種類による Z − P グラフの違い
同じ温度の条件下で，様々な気体の Z − P グラフを比較すると，下図のようになる。
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CO2 は分子全体としては無極性分子であるが，
C−−O結合に極性を持つため，分子間力は比較的強い。
それゆえ最初は分子間力の効果により下にずれる。

どんな実在気体も，十分に加圧し圧縮すれば
やがては分子自身の体積の効果が強く現れる。

H2 には分子間力がほとんど働かないので，
分子自身の体積の効果のみが効き，初めから上にずれる。

▶ 温度による Z − P グラフの違い
同じ気体について，様々な温度の条件下での Z − P グラフを比較すると，下図のようになる。
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高温条件であるほど実在気体は理想気体に近付く。

▶ 高２第７回 例題８の図
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▶ 数学的考察
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高圧条件下では単調増加
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